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１．はじめに 

河川生態系保全のため，落差構造物への魚道設置が求められている．既存の一般的なコンクリート製魚道

は，設置に時間・コストがかかるため，魚類の遡上阻害が起こっている全ての堰堤には，設置できない．こ

の問題に対し，高橋らにより，製作・設置が容易であり，多様な種への対応を目指した可搬魚道が提案され

ている（以降，提案魚道と呼ぶ）．提案魚道では，現地実験により，魚道内流量 Q=5.19 L/s，魚道設置角度

θf=18°の条件でアユが遡上したことが確認されている．また既往研究より，魚道設置角度が多少ずれたり，

流入量が変動したりしても，提案魚道の機能は失われないことが確認されている 1)．一方で提案魚道につい

ては，アユの遡上期（5 ~ 6 月）における，日中での水生動物の利用は確認されているが，夜間や別の時期に

設置した場合における魚道利用状況については明らかにされていない．また，水生動物の魚道への進入行動

に影響を与えると予想される，河床に対する魚道下流端（遡上入口）の高さと魚道下流端部における流速分

布の関係については，十分に検討されていない．本研究では，異なる時間帯および時期に，提案魚道を実河

川に設置し，魚道を利用する水生動物を調査することで，魚道の設置時間帯および設置時期の違いによる水

生動物の魚道利用状況の変化を明らかにする．また実験的検討により，河床に対する魚道下流端の高さと魚

道下流端部における流速分布の関係を明らかにする． 

２．研究方法 

本研究では，遡上阻害が起こっている実河川に提案魚道を設置し，

遡上した生物の調査，魚道内および下流端における水深・流速の測

定を行った．現地実験は，異なる時期の魚道を利用する水生動物の

調査を行うため，6/29~30（夏期）および 9/28~29（秋期）の 2 回実施

した．実験の対象地は，徳島県日和佐川流域の堰堤で，堰堤の高さ

は約 1m である．提案魚道は堰堤の右岸側に魚道が河床に触れ，θf が

24°となり，堰堤と平行になるように設置した（図-１）．また，魚

道上流端に採捕装置を設置し，遡上した水生動物を採捕した．採捕

個体については，種類と体長および遡上した時間帯を記録した．ま

た，水生動物が遡上した流量条件にて，魚道内および下流端におけ

る水深・流速を測定した．詳細な流速の測定は，現地実験で行うの

が困難であるため，Qおよび θfを現場の設置条件に合わせた室内実

験にて実施した．室内実験では，河床に対する下流端の高さと魚道

下流端部における流速分布の関係を明らかにするため，魚道下流端

が河床に触れている条件（case1）と河床から 5cm 離れている条件

（case2）で流速測定を行った．流速測定には 3 次元電磁流速計

（KENEK VP3500）を用い，3 次元電磁流速計での測定が困難な箇所

ではピトー管（管径 4mm，長さ 380mm）を用いた．図-２に流速測定位置を示す． 

３．結果と考察 

３-１ 提案魚道における遡上調査 

本研究で提案魚道を用いて遡上した水生動物の一覧を表-１に示す．また，本研究での実験日以外に市民に

 

図-１ 提案魚道の設置状況 

 

 
図-２ 魚道下流端の流速測定位置 
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よって提案魚道が運用された際に，アユ，タカハ

ヤ，オオヨシノボリ，モクズガニも遡上したこと

が確認されている．表-１より，提案魚道はカワム

ツなどの遊泳魚やシマヨシノボリなどの底生魚，

エビ・カニ類など多様な水生動物の遡上に対応可

能であることがわかる．夏期および秋期の提案魚

道を用いた遡上生物の総数を図-３に示す．これま

で，アユの遡上期（5 ~ 6 月）以外の提案魚道の設

置効果は確認されていなかったが，秋期（9/28~29）

の現地実験で，約 60 匹の水生動物の遡上が確認さ

れた．図-３より夏期，秋期で設置時期を変えても，

それぞれの時期で魚道は機能すると考えられる．

また，夏期に実施した現地実験での遡上時間帯別の種ごと

の遡上数を図-４に示す．図-４より，底生魚は主に日中の

遡上し，エビ類は夕方から夜間に遡上が活発になると考え

られる． 

３-２ 魚道下流端の流況特性 

室内実験における魚道下流端の case1 の縦断流速ベクト

ルを図-５に示し，case2 の縦断流速ベクトルを図-６に示

す．代表として魚道中央の Y=30cm での値を示す．case1 と

case2 では流速分布に大きな違いはないことから，魚道下流

端の位置関係による流速への影響は少ないと考えられる．

そのため，底生魚等の魚道内への進入の観点から，魚道下流

端が河床に触れるように設置することが有効であると推測

される． 魚道が有効に機能するためには，水生動物が魚道

入口を発見できることが必要であるが，提案魚道下流端の

流速は比較的小さくなっている．そのため，より短期間で水

生動物を遡上させたい場合には，魚道下流端の流速を大き

くする必要があり，対象水生動物の遡上と両立する流速で

の呼び水の導入が有効であると考えられる． 

４．まとめ 

現地実験により，夏期および秋期で提案魚道の設置効果

が確認された．また，提案魚道の設置時間帯の遡上生物の調

査によって，底生魚は主に日中に遡上，エビ類は夕方から夜

間の遡上が活発であることが明らかになった．これらによ

り，対象生物種に合わせた魚道設置の時間帯や時期を選定

することで，提案魚道を効率よく活用することができると

考えられる．流況特性に関しては，魚道下流端の位置関係による流速への影響は少ないため，底生魚等の魚

道内への進入の観点から，魚道下流端が河床に触れるように設置することが有効であると考えられる． 
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表-１ 提案魚道を用いて遡上した水生動物 

和名 学名 分類群 生活史様式 調査時期

カワムツ Zacco temmincki 魚類 純淡水 夏期

シマヨシノボリ Rhinogobius nagoyae 魚類 通し回遊 夏期

ルリヨシノボリ Rhinogobius mizunoi 魚類 通し回遊 夏期

クロヨシノボリ Rhinogobius brunneus 魚類 通し回遊 夏期

スミウキゴリ Gymnogobius petschiliensis 魚類 通し回遊 夏期

スジエビ Palaemon paucidens 十脚甲殻類 通し回遊 夏期

ヒラテテナガエビ Macrobrachium japonicum 十脚甲殻類 通し回遊 夏期

ヤマトヌマエビ Caridina multidentata 十脚甲殻類 通し回遊 夏期

ヌマエビ Paratya compressa compressa 十脚甲殻類 通し回遊 夏期

ヌマチチブ Tridentiger brevispinis 魚類 通し回遊 秋期

シマヨシノボリ Rhinogobius nagoyae 魚類 通し回遊 秋期

クロヨシノボリ Rhinogobius brunneus 魚類 通し回遊 秋期

ボウズハゼ Sicyopterus japonicus 魚類 通し回遊 秋期

スミウキゴリ Gymnogobius petschiliensis 魚類 通し回遊 秋期

テナガエビ Macrobrachium nipponense 十脚甲殻類 通し回遊 秋期

ヒラテテナガエビ Macrobrachium japonicum 十脚甲殻類 通し回遊 秋期

 
図-５ case1 の縦断流速ベクトル

Y=30cm

 
図-６ case2 の縦断流速ベクトル

 

図-４ 種ごとの遡上数（6/29~30） 

 
図-３ 遡上生物の総数 
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